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 障害児基礎教育研究会では、毎月１回 事例研究会を開催しております。ご興味のある方は、お近くの会員又は下記

お問合わせ先までご連絡ください。 

第３５３回 定例会  令和６年２月１７日（土）15:00-17:00 

9:30-11:30 教材作り  

13:00-14:30 個別指導実践  

15:00-17:00 研究協議会 

  「子どもたちへの ICT を利活用した発達支援 ー音声ペンや G-penBlue の可能性を考えるー」              

藤田 貴史（神奈川県立高津支援学校） 

 

 

障害児基礎教育研究会（水口研） 

第３５３回定例会のお知らせ 

代表 吉瀬 正則 

お問合わせ：障害児基礎教育研究会 HP https://kisoedu.jp/ よりお問い合わせください。 

根本 文雄（教材製作会 個別指導実践） 

加部 清子・飯島 徹（会場校 案内状発送）(筑波大学附属大塚特別支援学校) 

比嘉 展寿（沖縄県立宮古特別支援学校） 

長沼 潤子（案内状作成 東京都立中野特別支援学校） 

金子記美恵（各種連絡調整 東京都立鹿本学園） 

立松 英子（WEB 担当 全国療育相談センター）   

＜発表者より一言＞音声ペンは様々な活用方法が研究されています。それぞれの児童生徒の実態、状
況、興味関心に合わせた音声ペンの可能性について、皆さんと一緒に考えたいです。今回の発表では
「音声ペンを活用したコミュニケーション支援」「音声ペンを活用したスケジュール表」「G-Pen Blue を活用
した言葉の指導」を共有したいと思っています。発表で取り上げる ICT 機器がどのような可能性があり、子
ども達にとってどんな成長が期待されるのか、自分自身この発表の機会をいただき、文章化することで整理
していきたいと思っています。（一部は特殊教育学会 2023 年横浜大会「特別なニーズのある子ども達
への ICT の活用」にて発表したものです） 

今年度は、対面とオンラインを併用して定例会を実施します。 

①対面の会場は、筑波大学附属大塚特別支援学校 2 階会議室です。(会場については 学校HP でご確認くだ

さい) 

②オンラインでご参加の方：会員の方にはメールで Zoom の URL と ID を送付します。受け取れない方は研究

会のHPの「お問い合わせ」よりご連絡ください。 

③会員以外の方で定例会に参加したい方は研究会HP「お問い合わせ」よりご連絡ください。 

☆発表内容は都合により変更になる場合があります。詳細は HP をご覧ください。 

☆定例会の参加費は無料です。☆ 

参加者 6 名まで。参加希望の方は研究会 HP「教材製作/個別学習へのお申込

み」より 3 日前までにお申し込みください。(会員も事前申し込みが必要です) 

指導実践・研究協議会は会員の参加、見学は自由です。会員以外で

参加、見学を希望される方は、研究会 HP「教材製作/個別学習へのお

申込み」より事前にお申し込みください。 

https://kisoedu.jp/

